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施策 3101
妥当性 妥当 コスト削減の余地 有 受益者負担 適正

上位貢献度 有効 類似事業の有無 無 成果向上の余地 有
市民、自主防災組織等対象
防災・危機管理の強化のため、治山事業や河川整備などの実施、市域の広がりに対応し

た防災体制の再構築、自主防災組織の育成などを図る。
施
策
が
目
指
す
姿

①自主防災組織の組織数…5年間で44団体（現状値36団体）
②橋りょう耐震化率…5年間で85％（現状値65％）
③緊急防災情報伝達システム整備率…5年間で100％（現状値0％）

成
果
指
標

平成25年度
28.00
32.00
65.00
65.00

5,899.03
0.00
0.00

381,072
383,437

平成26年度
40.00
40.00
65.00
65.00

7,446.14
5.00
10.00

48,399.90

578,194
483,999

平成27年度
42.00
41.00
71.00
65.00

13,979.71
40.00
40.00

22,717.03

565,595
908,681

平成28年度
43.00
48.00
79.00
65.00

16,281.03
75.00
60.00

17,637.78

1,143,040
1,058,267

平成29年度
44.00
54.00
85.00
65.00

7,745.06
100.00
82.00

6,139.38

540,193
503,429

上位施策の目標指標「防災・危機管理への市民満足度」を向上させるため、防災意識の醸
成や防災体制の強化を図る必要があるため貢献度は高い。貢献度

橋梁については、長寿命化修繕計画に基づき補修を行っているため耐震化は進んでいない
が、各事務事業は着実に推進され、概ね適正に行われている。達成状況

防災・危機管理への市民満足度を向上させるため、ハード整備後の運用の改善、市民の防
災意識の向上や防災対策の知識の向上など、地域と一体となって取り組む必要がある。課題

ハード整備による防災体制の強化と共に、市民の防災に対する意識の醸成や防災対策の知
識の向上を図り、地域の自主的な防災活動を推進に向けた取組みの強化を図る。取組方針

今年7月の西日本豪雨では、自治体の避難勧告に対し、避難しなかった住民がたくさんい
たという報道がされていた。本市においても「この場所は、今までも大丈夫だから今回も
大丈夫」といった認識の市民はたくさんいると思う。ぜひ、今回の西日本豪雨を教訓に市
民意識を高めるような努力をしてほしい。また、職員についても災害時、市民のリーダー
となり行動できるよう日頃からの訓練をお願いしたい。
防災ラジオについて、市では販売を行っているが、防災ラジオでなくても災害時、「FM

くらら」は、一般ラジオでも聞けることと、災害時有効な情報取得の方法であることなど
を周知すべきである。
自主防災組織に関し、組織数は増えているようなので、今後は内容を充実するとともに

消防団との連携が図れるようお願いしたい。

外

部

評

価

120101
事業ｺｰﾄﾞ 名 称 ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ(千円) 達成度

防災事業費 46,063

平成29年度

100
127001 緊急防災情報伝達システム整備事業費

13700000

223,024 100
170301

総務部 危機管理課

被災者住宅復旧支援事業費補助金 1,750 100

防災・危機管理の強化

417301 道路橋りょう災害復旧事業費 18,143 100
420201 河川改修事業費 12,908 100
420301 排水路整備事業費 12,472 100
420401 河川災害復旧事業費 2,812 100
421604 主）宇都宮亀和田栃木線地域排水整備事業費（都賀合戦場） 24,440 100
421901 清水川支川分水路整備事業費 14,097 100
426201 河川維持補修事業費

単位施策評価表 所属

4,209 100

成果指標１
[ ]
成果指標２
[ ]

成果指標３
[ ]

成果指標４
[ ]



単位施策評価表 所属
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総務部 危機管理課

3101施策

平成29年度 13700000

事業ｺｰﾄﾞ 名 称
防災・危機管理の強化

426401
ﾄｰﾀﾙｺｽﾄ(千円)

調整池等管理費
達成度

1,766 100
426803 樋管操作委託事業費 3,976 100
672801 自衛官募集事務費 1,647 100
701101 橋梁長寿命化修繕事業費 74,038 100
703301 栃木県被災者生活再建支援金支給事業費 75 100
704201 危機管理事業費 7,508 100
735801 防災ラジオ普及事業費 12,772 100
743001 防災教育推進事業費 902 100
755301 巴波川市街地雨水排水対策事業費 19,482 100
420101 河川整備事務費 2,309 99
422001 赤淵川排水路整備事業費 8,406 91
714701 部屋南部地区指定緊急避難場所整備事業費 1,442 71
120501 水防対策事業費 428 60
721506 主）桐生岩舟線地域排水整備事業費(岩舟静) 5,010 47
754901 防災ハザードマップ作成事業費 3,750 10
414801 市道各号線橋りょう補修事業費 0 0
418201 橋りょう長寿命化修繕計画策定事業費 0 0
720301 防災図上訓練事業費 0 0
769801 栃木県防災行政ネットワーク再整備工事負担金 0



施策

妥当性 妥当
危機管理体制の構築を図るためには、防災・危機管理の
強化が必要であり、本施策の実施は妥当である。

コスト削減の余地 有
事業実施後の成果や効果を検証し、コストの再確認を行う
ことで、経費の削減が見込める。

受益者負担 適正
受益者負担が必要なものは負担を求めており適正であ
る。

上位貢献度 有効
市民の防災に対する意識の醸成や安全な地域環境づくり
を進めることは、防災体制の強化につながることから有効
である。

類似事業の有無 無 類似する事業はない。

成果向上の余地 有
広く防災意識の向上や防災対策の知識の普及を図ること
で、更なる成果向上が見込める。

貢献度

達成状況

課題

取組方針

貢献度

達成状況

課題

取組方針

平成２９年度　単位　施策評価表　補表

3101　　防災・危機管理の強化

内部評価
【前期5年分】

区分

上位施策「危機管理体制の構築」の目標指標「防災・危機管理への
市民満足度」を向上させるため、市民の防災に対する意識の醸成や
安全な地域環境づくりにつながる各事務事業に継続的に取り組む必
要があり貢献度は高い。

橋梁については、長寿命化修繕計画に基づく補修に取り組んでいる
ため耐震化は進んでいないが、防災無線の整備や自主防災組織の
設立など着実に推進し、成果指標に対する各事務事業は概ね目標を
達成することが出来た。

防災・危機管理への市民満足度を更に向上させるためには、ハード
などの整備だけでなく、整備後の運用面の改善、市民の防災に対す
る意識の醸成や防災対策の知識の向上が重要であり、これまで以上
に、市と市民、地域が一体となって取り組む必要がある。

ハードなどの整備は計画的に進めることで防災体制の強化を図ると
共に、市民の防災に対する意識の醸成や防災対策の知識の向上を
図り、地域の自主的な防災活動を推進に向けた取組みの強化を図
る。

内部評価
【H29年度分】

上位施策「危機管理体制の構築」の目標指標「防災・危機管理への
市民満足度」を向上させるためには、市民の防災に対する意識の醸
成や安全な地域環境づくりを進め、防災体制の強化につなげること
が必要であるため貢献度は高い。

橋梁については、長寿命化修繕計画に基づき補修を行っているため
耐震化は進んでいないが、防災無線の整備や自主防災組織の設立
など各事務事業は着実に推進し、概ね適正に行われている。

防災・危機管理への市民満足度を更に向上させるためには、ハード
などの整備だけでなく、整備後の運用面の改善、市民の防災に対す
る意識の醸成や防災対策の知識の向上が重要であり、市と市民、地
域が一体となって取り組む必要がある。

ハードなどの整備は計画的に進めることで防災体制の強化を図ると
共に、市民の防災に対する意識の醸成や防災対策の知識の向上を
図り、地域の自主的な防災活動を推進に向けた取組みの強化を図
る。
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